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1

・地区自治会連合会の活動支援を目的とした事
業補助金制度の創設について
地域住民のふれあいの場であり、地域福祉全
般の支援も担っているイベントを今後も開催して
いくために、以下のとおり補助金の制度を新設
していただきたい。
①単一自治会(2万円)×自治会数=地区自治会
連合会に交付する補助金
②補助金は年聞1回。防災・防犯・地域福祉・地
域コミニュテイ等の事業に限定
③前提条件として事業が地域住民の啓発に大
きく寄与できるものであること。
④事前申請方式とし、用途、使途は他の補助金
と同様に制限を設ける。

・自治会の皆様には、常日頃から、地域の様々な問題に取り組ま
れ、住民相互のコミュニティづくりなどに御尽力いただき、感謝申し
上げます。「地区自治会連合会の活動支援を目的とした事業費補
助金制度の創設について」お答えします。現在、本市では、市自治
会連合会、区自治会連合会及び単位自治会に対しまして、住み良
い豊かな地域社会の形成に資することを目的に、「自治会運営補
助金」を交付し、祭りや敬老会等の開催や環境美化、防犯活動な
ど多岐にわたる活動の実施に活用いただいているところです。地
区自治会連合会への補助につきましては、一部の区において、区
自治会連合会から地区自治会連合会に対し事業費を配分し、事
業が実施されていると伺っております。本市といたしましては、市、
区及び地区自治会連合会が地域のコミュニティづくりに取組まれる
ことは、大変重要と認識しております。しかしながら、厳しい財政状
況にある中、現行の補助制度を運用できるよう財源確保に努めて
いるところであり、新たな事業費補助制度の創設は大変困難であ
りますので、何卒御理解くださるようお願いいたします。
【市民局市民生活部コミュニティ推進課】

・自治会の皆様には、常日頃から、住み良い地域社会の実現に向
け、様々な問題に取り組まれ、住民相互のコミュニケーションづくり
などに御尽力いただき、感謝申し上げます。「地元中高生が自治会
活動に参加できる環境の整備について」のうち、「②自治会(自治
連)が主催する防災・防犯・地域福祉・地域コミュニティ等の事業に
中高生が参加する。」環境整備について、お答えします。一部の自
治会では、区域内の中学校等に声をかけて、夏祭りや防災訓練、
清掃活動といった自治会活動を、生徒と一緒に実施していると伺っ
ています。本市としましても、将来の自治会活動を担っていく中高
生をはじめとする若い世代の方々にも自治会活動に関心を持ち、
参加してもらえるよう、様々な機会、媒体を通して自治会活動をPR
してまいりたいと考えております。【市民局市民生活部コミュニティ
推進課】

・日頃より、岩槻地区自治会連合会の皆様におかれましては、本
市の教育行政に対しまして御理解、御協力を賜り、また、児童生徒
の登下校時の見守りや、様々な学校活動に対しまして御協力をい
ただいておりますことに厚く御礼申し上げます。教育委員会といた
しましては、児童生徒が、日頃から自治会が主催する防災・防犯、
地域コミュニティ等の事業に積極的に参加することは、安心・安全
なまちづくり、豊かなコミュニティづくりを進める上でも大変意義が
あるものと考えております。ご要望の「地元中高生が自治会活動に
参加できる環境の整備」につきましては、自治会から参加依頼が
あった際には、積極的に協力するよう、校長会などを通じて教育委
員会から各校長に依頼してまいります。なお、傷害保険につきまし
ては、学校行事など、教員引率による学校管理下における教育活
動の一環として行われる場合は、児童生徒のケガに対して日本ス
ポーツ振興センター災害共済給付の医療費給付が適応となりま
す。今後も、教育委員会といたしましては、各学校が地域に根ざ
し、地域とともにある学校づくりを進めてまいりますので、御理解、
御協力をお願いいたします。【教育委員会事務局学校教育部学事
課】

3

・信号機の設置について
川通中学校入口の渋滞対策として橋の拡大や
道路の拡幅、う回路の道路新設などを要望して
いるところであります。つきましては、早急の対
策として現在の手押式の信号機ではなく、通常
の「信号機」の設置を要望致します。

・信号機の設置につきましては、道路交通法の交通規制に該当す
るため、警察の管轄となります。区としては、地元自治会や学校等
から信号機設置の要望書を提出していただければ、現況を確認
し、岩槻警察署へ要望書の提出をして参りますので、ご理解の程
よろしくお願いいたします。【岩槻区くらし応援室】

平成２７年度　岩槻区対話集会開催概要（11月）

・地元中高生が自治会活動に参加する環境に
ついて
岩槻地区では、自治会役員の高齢化により積
極的な自治会活動が困難な状況である。中高
生が持つ若い力と新しい意識を取り入れた自治
会活動が展開できれば、地域住民が期待する
自治会活動や、行政と住民を結ぶ中継機能の
維持等が期待できる。以上の点を踏まえ、以下
のとおり、地元中高生が自治会活動に参加でき
る環境を整備していただきたい。
①さいたま市内の全ての中学校・高等学校が対
象。
②自治会(自治連)が主催する防災・防犯・地域
福祉・地域コミュニティ等の事業に中高生が参
加する。
③その事業は地域住民の多くが参加し、地域全
体の啓発に大きく貢献できるものであること。
④さいたま市教育委員会と市内の全中学校・高
等学校間で「中高生が自治会活動に参加でき
る」基本契約を結ぶ。(傷害保険等も含む)
⑤具体的な調整は自治会(連合会)と地元中学
校・高等学校間で行う。

2
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4

・災害対策の現状と課題について
災害時に高齢者を避難させるうえで、自治会区
域内から指定先である小学校の避難所までは２
㎞ほどの距離があり、この距離を高齢者が歩く
のは困難である。近くにあるコミュニティセンター
いわつきは飽和状態となることが予想されるた
め、自治会区域内にあるお寺の会館を指定緊
急避難場所や指定避難所、あるいは一時避難
所として協定もしくは見直しをすることは可能
か。

・さいたま市では、指定避難所等は、避難者を地域住民に特定す
ることなく受け入れる施設であるため、公共施設を活用しておりま
す。ただし、「共助」の観点から、地域の自治会館やマンションの集
会所を住民の避難生活の場として、自主防災組織が自主的に開
設・運営する場合には、「身近な地域の防災拠点」として登録する
制度をモデル的に始めております。この制度に登録しますと、平時
から、市が備蓄する物資の一部（毛布・アルファ米）の貸与を受け
て、施設内に備蓄しておくことができます。本年度の登録は終了し
ておりますが、来年度も登録を受け付ける予定ですので、自主防
災組織を結成されており、登録を希望される場合は、お問い合わ
せください。【総務局危機管理部防災課】

5

・振り込め詐欺防止に関する対策について
①岩槻区では、振り込め詐欺防止に対してどの
ような対策活動及び啓発活動をしているか。
②自治会や自主防犯パトロール隊は自治会区
域内や通学区域、駅前で街頭キャンペーンなど
の啓発活動にも参加している。街頭啓発の際、
岩槻区が用意するリーフレットや啓発品は、ごく
一部の方にしか配布されていない。自治会内の
高齢者にも防犯意識を高めさせるため周知した
いので、区の防犯啓発予算を充実させ、年1回
でもいいので自治会や防犯パトロール隊に啓発
品などを預けてほしい。

・岩槻区では振り込め詐欺被害防止対策として主に３つの事業を
行っております。１つ目は、岩槻区防犯連絡協議会及び岩槻警察
署と連携した、「振り込め詐欺被害防止等についての警察講話」
（平成２６年度には民生委員・児童委員協議会の地区定例会、平
成２７年度には希望するシニアクラブにおいて実施）。２つ目は、区
民の防犯意識・知識の向上を目指し、岩槻区防犯連絡協議会との
共催で開催する防犯イベント「岩槻区民 防犯の集い」。３つ目は、
区役所職員による青色防犯パトロールでの振り込め詐欺被害防止
の呼びかけ活動です。岩槻区では今後とも、自治会の皆様や防犯
連絡協議会、警察等と連携して、防犯啓発活動に取り組んでまい
りたいと考えておりますので、引き続きご協力くださるようお願いい
たします。

・区内の自治会及び自主防犯パトロール団体の数、また市の財政
状況を勘案いたしますと、各団体に啓発品を配布するための予算
の確保は難しい状況にあります。本市では自主的に地域防犯活動
を行う自治会や自主防犯パトロール団体等の団体に対し、防犯パ
トロールや防犯研修会等で使用する用品の購入に係る費用につ
いて、「地域防犯活動助成金」を交付しております。この助成金は
防犯に関する啓発品の購入にもご使用いただけますので、ご利用
をご検討くださるようお願いいたします。【岩槻区区民生活部総務
課】

6

・自転車盗難防止に関する対策について
岩槻駅周辺では、度々自転車の盗難事件が発
生しており、民間有料駐輪場が整備されつつあ
るが、未だ路上駐輪が目立つように感じる。
岩槻駅周辺での駐輪場が使いやすく整備され
れば、放置自転車や盗難なども減るのではない
か。岩槻駅周辺の公共駐輪場の管理状況と、
今後公共駐輪場における有料化や整備などの
予定があれば教えてほしい。

・まず、岩槻駅周辺の公共駐輪場は、駅の西側に２施設ございまし
て、管理状況については、さいたま市シルバー人材センターへの
委託により、日常の清掃及び自転車の整理を行っております。ご
指摘のとおり、両施設において、無料で開放している施設というこ
ともあり、防犯面での課題を認識しておりますが、これ以上の維持
管理を行うことが困難なため、警察に巡回の強化をお願いしている
状況となっております。
　今後の予定としましては、既に各施設には掲示しておりますが、
来年３月中旬に予定される駅西側への民間駐輪場４施設の開設
に合わせて、無料施設は閉鎖し、民間駐輪場の収容台数が不足し
た場合も考慮して、このうち１施設を、有料化したうえで１年間の臨
時施設として運営いたします。
・新たな民間駐輪場では、各施設により設備が異なりますが、ゲー
トやラックなどの駐輪設備に加え、必要に応じて防犯カメラも設置
されるなど、安全性や防犯性の向上が図られるものと考えておりま
す。こうした民間駐輪場との連携により、駅周辺の駐輪環境の充
実を図るとともに、路上への放置自転車の監視、撤去など、放置自
転車対策にも取り組んでまいりますので、ご理解いただきますよう
お願いいたします。【都市局都市計画部自転車まちづくり推進課】
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・はじめに、空き家に起因する事件を予防するには、まずは、空き
家を所有又は管理する方に、適正に管理していただく必要があり
ます。本市では、「さいたま市空き家等の適正管理に関する条例」
において、空き家の適正な管理を、その所有者等の責務としてお
り、管理不全な状態の空き家があった場合には、条例に基づく指
導等により、その所有者等に対して、状態の改善措置を求めること
としております。岩槻区内においても、くらし応援室にて、区民から
の相談や苦情などを受け、空き家の所有者等を調査し、所有者等
に連絡・面会・文書などにより適正な管理を指導しております。ま
た、空き家管理ができる事業者の情報として、本市と「空き家等の
適正管理の促進に関する協定」を締結している、さいたま市シル
バー人材センターによる「空き家等の管理業務」の紹介も行ってお
ります。

・これまでに、岩槻区内で改善された事例としては、所有者の死亡
により数年間放置されていた空き家について、くらし応援室で追跡
調査をした結果、相続人を特定することができ、空き家の管理につ
いて相談を重ね、不動産売却等により状態の改善に至ったケース
があります。
・なお、以上のことは、適正な管理が行われてない空き家について
ではありますが、このような空き家が生じるのを未然に防ぐには、
地域コミュニティにおける情報共有、並びに協力関係の構築が重
要であるものと考えております。本市でも、今年５月に全面施行さ
れた「空家等対策の推進に関する特別措置法」の運用方法につい
て、現在検討を行っており、今後、条例と併せて運用していく予定
です。今後も、近隣に管理されていない空き家があるという相談を
いただいた場合は、条例や「空家等対策の推進に関する特別措置
法」に基づき、適切に対処してまいります。
【環境局環境共生部環境総務課/岩槻区くらし応援室】

8

・加倉浄水場跡地公園整備の進捗状況並びに
今後の計画について
平成２４年度の区政懇談会で、加倉浄水場跡地
の公園整備について質問した際、解体が終わっ
たら公園整備内容について地元自治会へ意向
を伺うとの回答をいただいておりますが、平成２
７年度中に公園整備事業着工するという説明と
図面が配布された後は、計画内容が分かりませ
ん。今後の設計・工期予定など公園整備に向け
た計画を詳しく教えてください。

・当公園につきましては、平成２６年度に地元の方々と意見交換の
うえ設計作業を行ってきたところですが、その結果を踏まえ、現在、
工事発注作業を進めているところでございます。今後については、
入札により請負業者が決定した後、地元関係者に改めて工程等を
ご説明いたしますので、請負業者決定まで今しばらくお待ち下さる
ようお願いいたします。
【都市局都市計画部都市公園課】

7

・空き家に関する事件防止対策
自治会区域内に空き家が目立ち、火災・窃盗・
空き巣など事件の心配がある。このような事件
が発生しにくい状況を作り上げていくためにも、
岩槻区内で空き家条例を活用した事例があれ
ば情報提供してほしい。
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・平成２５年６月の災害対策基本法の改正により、市町村に避難行
動要支援者名簿の作成が義務づけられ、今年度、本市においても
避難行動要支援者名簿を作成しました。避難行動要支援名簿につ
いては、全体用名簿と事前提供用名簿の２種類があります。全体
用名簿は、掲載要件に該当するすべての人を掲載した名簿で、平
常時は市で保管し、災害時は消防や警察、市社会福祉協議会、自
主防災組織、自治会（自主防災組織を結成していない場合）、民
生・児童委員など避難支援者等関係者に提供します。事前提供用
名簿は、全体用名簿のうち、平常時から自主防災組織、自治会
（自主防災組織を結成していない場合）、民生・児童委員に提供す
ることに同意した方を掲載した名簿です。

・名簿掲載の要件として、一定の介護度や障害の等級を取得して
いる方が対象となっており、さいたま市全体で約47,100名が該当し
ています。今年度6月下旬に福祉総務課より、対象者に対して名簿
掲載の同意書を発送しており、現在、約22,800名から同意を得てお
ります。
同意を得た方を掲載した事前提供用名簿を配布する必要がある
自治会、自主防災組織については、各区総務課で受領していただ
くよう、1月7日付で防災課から通知を発送したところです。
災害時には、市においても避難行動要支援者の安否確認を行い
ますが、確認ができない場合は、自主防災組織・自治会の皆様の
ご協力が必要となります。名簿を実効性のあるものにするために、
日頃から見守りや防災訓練などに活用し、コミュニケーションを
図っていただきますようお願いいたします。【総務局危機管理部防
災課】

10

・黒谷市営住宅の跡地に遊水地を設置すること
について
平成２６年度区政懇談会の処理状況・経過状況
では、平成２７年度には入居者の移転が済み、
平成２８年度中には建物取壊し・所管・所属換え
を行うと伺っています。
①今後の所管・所属予定先を教えてください。ま
た、取り壊しの際は、和土地区自治会連合会や
地元住民へ周知するなど配慮をお願いします。
②和土住宅の水害改善を優先とする遊水地機
能を備えた施設の整備をお願いします。

・ 黒谷住宅敷地につきましては、平成２８年度の黒谷住宅取壊後
に庁内的な検討を図っていくこととしておりますので、現時点では
所管換、所属替先につきましては未定となっております。なお、黒
谷住宅取り壊しの際には、工事車両等が通行することから、取り壊
し前に近隣住民の方に対する説明会の実施を予定しております。
【建設局建築部住宅課】
・ご質問の遊水地機能を備えた施設につきましては、当該地区を
流れる南下新井排水路に遊水地の整備計画を有していないことか
ら、新たに整備する予定はありません。和土住宅の浸水被害の軽
減を図るためには、南下新井排水路の放流河川である、準用河川
黒谷川の改修が必須となりますことから、黒谷川の早期改修に向
け努力してまいります。【建設局土木部河川課】

11

・和土住宅内の道路整備について
和土住宅内のすべての道路について、スマイル
ロードの申請を行ったところですが、今後の取り
組み状況の予定や進捗状況を教えて下さい。

・和土住宅地内の市道については、和土住宅自治会長より平成25
年11月と平成27年11月の2回に分けて、和土住宅全域におけるス
マイルロード整備申請書を提出いただいております。しかしなが
ら、和土住宅地内の市道については、道路境界が一部の路線にお
いて部分的に確定しているものの、多くの路線が未確定であること
から、現段階におきましてスマイル申請は、受付保留となっており
ます。和土住宅地内の道路境界については、今年度、区域線測量
による道路境界査定が実施されているところであり、今年度中に和
土住宅全域の道路境界確定が見込まれております。道路境界が
確定となりましたら、来年度7月頃に実施予定のスマイルロード審
査会に審査をかける予定となっております。審査が通りましたら、
住宅地内の排水効率向上を考慮しつつ、主として下流となる路線
から、年次計画によるスマイルロード整備工事を実施していく予定
です。
・なお、今年度の工事予定については、昨年度に引続き、スマイル
ロード申請をいただいていた和土住宅南側の2路線について、スマ
イルロード整備工事（市道4367号線外）を予定しています。施工時
期は、年明け1月中旬の着工を予定しております。【建設局北部建
設事務所道路維持課】

9

・高齢者世帯の現状と課題について
自治会では災害時等にも高齢者や障害者を避
難させるなどの支援していく体制を整えている
が、自治会区域内に自力で避難できない高齢
者がいる場合、自治会が把握している情報だけ
では支援にも限界がある。
ついては、市が持っている高齢者の名簿・情報・
実態などを民生・児童委員だけでなく、自治会に
も提供し避難する際に高齢者や障害者を支援
するための制度があれば紹介してほしい。
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・和土住宅公園の遊水池について
和土住宅公園の遊水池には水門が設置されて
いますが、どのような状況で作動させるかという
基準について自治会説明会の中で検討をお願
いしたところですが、その後の進捗状況を教え
てください。

・和土住宅公園の遊水池の水門については、現在、堰板を固定す
る構造のため、水位を調整するための機能が備わっておりませ
ん。そのため、平成２８年度以降に水門の改修を予定しておりま
す。　ご質問の水門を作動させる基準につきましては、前向きに検
討しているところでございます。【都市局北部都市・公園管理事務
所管理課】

13

・慈恩寺水害対策について
本年も9月7日から9日の豪雨で、当慈恩寺地区
でも冠水被害が発生している。水害対策として、
徳力調整池の工事が進められているが、現実
には、大雨による冠水被害があり、早く安心して
暮らせる安全な地域になるよう以下のとおり対
策を早期にお願いしたい。
①上院川上流、下流調節池の整備の実施
②グリーンクレスト住宅東側に広がる休耕地を
調整池として整備してほしい

・慈恩寺地区の水害対策につきましては、徳力調節池の早期完成
に向けて事業を進めており、その進捗に合わせ準用河川上院川改
修事業につきましても順次進めていくこととしております。　なお、
準用河川上院川の河川計画において、流域内の排水を効果的・効
率的に処理するため最適な位置として、上院川の上流と下流に２
箇所の調節池を整備する計画としていることから、ご質問の休耕
地を調整池として整備する予定はありません。　今後も浸水被害
軽減に向けて、準用河川上院川の改修事業の推進に努めてまい
ります。【建設局土木部河川課】


